
 

 

１．事業推進の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業内容 

テーマ１ 学校における食に関する指導を充実させるための取組 

１．栄養教諭と担任が連携した食に関する指導の充実 

  (1) 給食の時間や各教科等における食に関する指導の充実 

   ① 給食の時間における指導 

     栄養教諭が、給食の時間に各学級を訪問し、一緒に給食を食べ 

るとともに、食事のマナーや正しい箸の持ち方、今日の地場産物 

についての指導を行った。 

   ② 特別活動における指導 

     各学年の特別活動の年間指導計画に基づき、栄養教諭と学級担 

任が連携して食に関する指導を行った。 

【各学年の学習内容】 

     ＜１年生＞  食事のマナーを守って楽しく食べよう   

     ＜２年生＞  給食について知ろう           

     ＜３年生＞  味わって食べよう 

     ＜４年生＞  野菜のすごいパワーをみつけよう 

     ＜５年生＞  お米について知ろう 

     ＜６年生＞  給食のこんだてを考えよう 

   ③ 教科との関連を図った指導 

     学校全体で食に関する指導を推進するため、学校給食を生きた 

教材として活用しつつ、関連する教科において食に関する指導を行った。 

【実践事例 １】（関連教科：図画工作） 

      いろいろな長さの箸で豆をつかむ体験を通して、自分の使いやすい箸の長さを知り、実際に箸を手作 
りした。また、作成した箸で食事をすることにより、箸の使い方や食事のマナーを意識させた。 
・対象児童  第４学年 

・題 材 名 世界にひとつだけの「はし」 

 

再委託先名 月形町 

 

北海道教育委員会 
北海道食育推進検討委員会 

月形町教育委員会 
月形町食育推進検討委員会 
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＜協力校＞ 
月形中学校 
月形高等学校 

月形町学校給食センター 

月形小学校 

正しい箸の持ち方の指導の様子 

第４学年 授業の様子 



      ◆食に関する指導の視点  自分の手に合う箸を手作りすることにより、箸の使い方や食事のマナー 

    を意識して食べることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【実践事例２】（関連教科：家庭） 

       給食の献立について、「栄養バランスをとる」「月形町の地場産物を活用する」ことを条件に考えさせ 
ることとし、その際、地元の農家の方から話を聞く機会を設定した。また、学習のまとめとして、常に 
栄養バランスを意識できるようにランチョンマットを作成した。 

      ・対象児童  第６学年 

      ・題 材 名 工夫しよう楽しい給食 

       ◆食に関する指導の視点  毎日、バランスよく食事をすることの大切さがわかる。 

                    地場産物を通して、郷土や地域への関心を深めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画 

学習計画 

学習プリント 

第６学年が考えた献立 

完成したランチョンマット 

完成した手作り箸 



２．食に対する興味・関心を高めるための体験活動 

  (1) 田植え体験活動  

    ・実施日時   平成２４年５月２５日（金） 

    ・内  容   総合的な学習の時間において、第３学年以上の児童、 

８５名が田植えに取り組んだ。今年度は、約５００㎡ 

の水田に「ゆめぴりか」を植えた。 

 

  (2) 学校園での栽培活動 

    ・実施日時   平成２４年５月１６日（水）～ 

    ・内  容   各学年の約２０㎡の畑で、月形の農家でつくられる野 

菜を育てた。第３学年は、収穫した野菜で「親子料理 

教室」を行った。 

 

  (3) 稲刈り体験活動 

    ・実施日時   平成２４年９月２８日（金） 

    ・内  容   児童が鎌で手刈りを行った。刈った稲を保護者や地域 

の方々が脱穀をした。今年度は６５０㎏の新米が穫れ 

た。これは、１１月から月形町の学校給食で使われ、 

約２か月分のご飯となった。 

 

テーマ２ 家庭や地域と連携を図った、食育に対する理解を深めるための取組 

１．保護者、地域に食育に対する理解を深めてもらう取組 

  (1) 各種便りの配布 

    保護者、地域住民に食育の重要性を理解してもらう手立 

てとして、「きゅうしょくだより」や「食育だより」を配布 

し、給食に対する関心を高めるきっかけとした。 

また、月形町広報に「食育だより」を折り込み、地域住 

民に事業の取組を理解してもらうこととした。 

 「きゅうしょくだより」には、食育に関する情報に加え、 

旬の地場産物の紹介や給食のレシピ等、食に関する様々な 

情報を掲載した。 

 

 

 

 (2) 保護者を対象とした「給食センター見学＆給食試食会」の実施 

    ・実施日時  平成２４年１０月３日（水） 

 ・内  容   食育だよりに、「給食センターの調理員は、なぜカ 

ラフルなエプロンを身に付けているのでしょうか？」 

等のクイズを掲載し、クイズの解答を行いながら、 

給食センターの見学を行った。 

徹底した衛生管理を理解してもらうことをテーマ 

の重点とした。 

            また、給食試食会は、月形小学校を会場に、児童 

の配膳や食べる様子を参観した後、給食を試食した。 

            栄養教諭に対し、多くの質問が出るなど、給食に 

対する興味・関心が深まった。 

 

 

「きゅうしょくだより」と「食育だより」 

手で苗を植える様子 

鎌で稲を刈る様子 

給食センター調理員のエプロン 



 (3) 食育講演会の開催 

    ・実施日時   平成２４年１０月６日（土） 

    ・内  容    保護者や地域の食育への関心を高めるため、講師を札幌テレビ「どさんこワイド」の料 

            理コーナーを担当する星澤幸子先生に依頼した。『家庭でできる食育』をテーマに、紙芝居 

を使った食に関する講演や、簡単にでき、栄養バランスがとれた炊き込みごはんの仕込み 

についての実演、試食等を行った。 

             参加者からは、「話がおもしろく、分かりやすかった」「食育への関心が高まった」「日頃 

            の食生活を見直したい」等の感想が寄せられた。 

 (4) 「親子料理教室～手づくり野菜で給食メニューを～」の開催 

    ・実施日時   平成２４年１１月９日（金） 

    ・内  容    月形小学校では、各学年で親子レクを行っている。今年度、第３学年の保護者から、「親 

子で料理をしたい」という要望があり、担任と栄養教諭が相談し、料理教室を開催した。 

      ア 学校園で栽培した野菜を使って 

        第３学年は、自分たちが育てた野菜を料理教室で使うことを想定し、かぼちゃ、さつまいも、じゃ 

がいも、人参を学校園で栽培した。 

      イ 献立は給食メニュー 

        保護者に給食のことをよく理解してもらうため、献立は実際に給食に出されているメニューとした。 

       また、金額も給食と同じ１食２３４円でつくることにした。 

        ・パセリごはん        ３２円   ・サラダ（バイキング方式）  ３５円 

        ・マカロニのクリーム煮   １３０円   ・牛乳            ３７円 

        なお、ごはんは児童が育てた「ゆめぴりか」を使用し、野菜は学校園で育てたものや地場産物を 

       使用した。 

      ウ 栄養教諭の調理指導で児童が調理、保護者が支援 

        マカロニのクリーム煮に使うホワイトソースは、調理方法が給食センターと同じであることを説明 

し、バターと小麦粉からつくると、保護者からは感嘆の声があがった。手間をかけ手づくりすること 

でおいしくなることや、調味料や添加物など、食の安全性について、栄養教諭の考え方が保護者にし 

っかりと伝わった。 

      エ サラダバイキング 

        サラダに使う野菜は、児童が分担して準備し、切ったり、ゆでたりした野菜を大皿に盛り付け、値 

札を置いた。参加者は、栄養教諭から給食１食分の値段とメニューの金額の内訳を説明されると、サ 

ラダは３５円でバイキングができることを理解した。また、栄養教諭から、値段を考えることも大事 

だが、栄養のバランスを考えることも大切であると説明を受けた。その後、用意された食材の栄養素 

の働きをまとめた表を手に、親子で相談しながら野菜を皿に盛り付けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学習計画 学習プリント サラダバイキングの様子 



テーマ１～２に共通する具体的計画 

１ 食べることのアンケート（３年生以上の児童対象）結果の分析 

・「あなたは給食が好きですか」という項目には５３％が「好き」、３２％が「どちらかというと好き」と答え、 

学校給食に対し肯定的であることが分かった。理由として、「みんなと一緒に楽しく食べられるから」や「おい 

しいから」が多く、「栄養のバランスがとれているから」や「月形町でとれた野菜等が食べられるから」は少な 

いことが分かった。今後も、児童の食に対する関心・意欲を高め、指導の充実を図ることが必要である。 

２ 保護者アンケート結果の分析 

・「あなたは食育に関心がありますか」という項目に、「とてもある」「どちらかといえばある」と答えた保護者は 

合わせて９２％であった。しかし、「食育の内容をご存じですか」には「聞いたことはあるがよく知らない」と 

答えた保護者が３４％であった。食に関する指導についての指導内容を理解してもらうため、学校給食につい 

て、一層、周知する必要がある。 

 

本事業における評価指標と考察 

１ 地場産物活用率について 

  月形町の学校給食の食材は、できる限り地場産物を使うという考え方のもと、栄養教諭と農家グループの代表

の方が連携を密にしている。 

 

２ ごはんの残食率について                            （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  月形小学校の児童が、「田植え・稲刈り体験活動」で収穫した新米を１１月からの学校給食に使用した。児童は、 

自分たちが育てた米が、給食に出ることを楽しみにしており、残食率が、それまでの月と比較して、かなり減少 

していることから、食に関する指導に当たっては、体験的な活動が効果的であると考えられる。 

 

３ 給食が好きな理由について（児童アンケートから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  農家グループの代表の方が、学校で地場産物についての話をしたり、栄養バランスを常に意識できるようにラ

ンチョンマットをつくったりしたことにより、児童の食に関する関心・意欲が高まったと考える。 

学校名 学年 ４月～１０月 １１月 １２月～２月 

月形小学校 

１ ２６．０ １３．０ １７．７ 

２ ２０．１ ９．４ １５．０ 

３ ２２．１ １３．２ １３．９ 

４ １５．８   ８．８   ８．３ 

５ ２８．１ １９．５ １９．１ 

６ ２４．８ １７．４ １６．４ 

計 ２３．６ １４．７ １５．６ 

①３５

②１１

③４２

④２１

⑤１８

⑥９人 

平成２４年５ 平成２５年１

◎理由を２つまで選んで

ください。 
①おいしい給食が食べら

れる 
②好きなものが食べられ

る 
③みんなと一緒に楽しく

食べられる 
④家で食べられない料理

が食べられる 
⑤栄養のバランスがとれ

①３５

②１４

⑥１６

⑤２７

④１３
③４０



４ 食育に対する関心の高まりについて（保護者アンケートから） 

                                （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  食育に対する保護者の関心を高めるため、まず、学校給食について理解してもらうことが大切であると考え、「給 

食だより」や「食育だより」での啓発、給食センターの見学会や給食試食会を開催した。また、保護者が集まる 

場所で、給食レシピを配布するとともに、星澤幸子先生を講師とした食育講演会を実施したことにより、食育に 

対する関心が一層高まった。食育に対する保護者の関心が高まっている機運を大切に、今後も継続した取組を行 

うことが大切である。 

 

本事業の成果 

(1) これまで行ってきた教育活動に、食に関する指導の視点を加え、指導内容の改善充実を図ったことにより、児

童の発達の段階を踏まえた系統的な指導を展開することができた。 

 

(2) 田植えや稲刈り、学校園での栽培活動、箸作り、親子料理教室等の体験活動を取り入れることにより、児童の

食に対する興味・関心を高めることができた。 

 

(3) 保護者に対して、食育についての理解を深める手立てとして、学校給食を周知する取組の充実を図ったことに

より、「食育についてもっと知りたい」という声が寄せられるなど、食育への関心が高まった。 

 

(4) 食に関する様々な取組を推進したことにより、栄養教諭の専門性が発揮されるとともに、栄養教諭の存在や重

要性について、児童や保護者、地域住民に周知することができた。 

 

今後の課題（今回の事業を実施した結果、新たに見えた課題） 

(1) 栄養教諭が中心となり、児童の食習慣や栄養に対する意識を高揚させることができたが、今後、指導内容の定

着を図ったり、関心・意欲を持続させたりするため、食に関する指導を継続する必要がある。 

 

(2) 食に関する指導を充実・発展させていくため、新しい取組を実施する際、栄養教諭と学級担任が連携し、子ど

もの実態を踏まえた指導計画の見直しを図るとともに、連絡・調整を行う時間を確保する必要がある。  

 

平成２４年５月 

①１２．
③８．

②７８． ①８１．

②１４．

③３．８ 

平成２４年１１月 

◎食育に関心があります

か。 
 （５月） 
①とてもある 
②どちらかといえばある 
③どちらかといえばない 
④ほとんどない 
◎食育に対する関心が高

まりましたか。（１１月） 
①とても高まった 


